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2021年12月9日 今年を振り返るキーワード2 『エコ関連バズワード』総集編
2021年12月7日 今年を振り返るキーワード1 『コロナ』と、『AI』によるワクチン・治療薬の進展

 国・地域別では現地通貨ベース、円ベースともに米国が好調でした。順調な経済回復や、年前半の緩和的な

金融環境と大型の財政政策がリート市場を押し上げました。カナダ、英国、豪州なども好調でした。一方、特

に年後半にかけて中国の不動産セクターへの懸念が高まったことから、香港、シンガポールなどは相対的に小幅

な上昇にとどまりました。円安を受け、いずれの国・地域でも円ベースのリターンは好調でした。

2021年12月10日

今年のマーケットを振り返る1リート市場

年前半にほぼ一本調子で上昇し過去最高値更新

現地通貨ベース、円ベースともに米国がけん引

年前半にほぼ一本調子で上昇し過去最高値更新

【各国・地域のリート指数騰落率】

（注）年初から2021年12月8日までの騰落率。
S&Pリート指数（配当込み）。日本は東証リート指数（配当込み）。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【リート指数の推移】

（注）データは2021年1月1日～2021年12月8日。年初を100として指数化。
S&Pリート指数（配当込み）。日本は東証リート指数（配当込み）。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

国名 現地通貨ベース 円ベース

米国 37％ 50％

カナダ 29％ 42％

英国 26％ 35％

豪州 22％ 25％

日本 19％ 19％

ユーロ圏 11％ 13％

シンガポール 4％ 11％

香港 1％ 10％

 2021年のリート市場は上昇し、配当込みでJリート、グローバルリートともに過去最高値を更新しました。年初

から12月8日までで東証リート指数（配当込み）は19％、S&Pグローバルリート指数（配当込み）は米ド

ルベースで28％、円ベースで41％上昇しており、グローバルリートの好調が目立ちました。

 年前半は新型コロナウイルスの世界的な感染再拡大や、米国を中心に長期金利が大きめに上昇する局面が

ありました。しかし、2020年の大幅な下落からの戻りが株式と比べて遅れていたこともあってリート市場はほぼ

一本調子での上昇となり、年央にはJリート、グローバルリートともに配当込みでコロナ前の高値を超え過去最

高値を更新しました。

 一方、年後半には新型コロナウイルスの感染が世界的に徐々に鎮静化し、長期金利の上昇も落ち着いたも

のの、リート市場の上昇はJリート、グローバルともに大きく鈍化しました。米連邦準備制度理事会（FRB）の

テーパリングや、中国の不動産セクターへの懸念、日本では公募増資による需給悪化などが重しとなりました。

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/keyword/2021/12/key211209gl/
https://www.smd-am.co.jp/market/daily/keyword/2021/12/key211207jp/

